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﹁
ス
ポ
ー
ツ
公
園
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
整
備
し
て
い
る
竪
川
河
川
敷
公
園
︒
�
月
�
日

︵
金
・
祝
︶
亀
戸
�
︱

︵
旧
竪
川
人
道
橋
と
昭
和
橋
の
区
間
︶
に
︑
全
天
候
型
の
屋
外
フ

33

ッ
ト
サ
ル
施
設
︵
コ
ー
ト
�
面
︑
管
理
棟
や
駐
車
場
完
備
︶
が
完
成
し
ま
す
︒

4 21

［2面］老朽建築物の除却費用を助成、数字でまなぶ防災情報 ［3面］風しん予防接種費用の全額助成
［4面］中小企業若者就労マッチング事業 ［6面］地域防災計画を修正 ［7面］都営住宅の入居者募集

今号の
主な内容

所
︑
給
水
施
設
な
ど
が
確
認
で
き
ま

す
︒G

o
o
g
le
P
la
y
︵
グ
ー
グ
ル
プ
レ

イ
︶
か
ら
︑
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
︵
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
の
通
信

料
等
は
除
く
︶
で
す
︒
ま
た
︑
A
p
p

S
to
re
に
つ
い
て
も
随
時
対
応
す
る

予
定
で
す
︒
災
害
に
対
す
る
事
前
の

備
え
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

﹇
対
応
端
末
﹈
iP
h
o
n
e︵
ア
イ
フ
ォ
ー

ン
︶
︑
iP
a
d︵
ア
イ
パ
ッ
ド
︶
︑
iP
a
d

m
in
i︵
ア
イ
パ
ッ
ド
ミ
ニ
︶︵
ｉ
Ｏ
Ｓ

�
以
上
︶
︑
A
n
d
ro
id︵
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
︵
�
・
�
以
上
︶
︶
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン▢問

防
災
課
災
害
対
策
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

平
成

年
�
月

日
に
発
生
し
た

23

11

東
日
本
大
震
災
で
は
︑
電
話
回
線
が

込
み
合
い
︑
区
民
や
帰
宅
困
難
者
が

情
報
入
手
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま

し
た
︒

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
︑
電
話
回
線

の
乱
れ
や
通
信
環
境
に
関
係
な
く
使

用
で
き
る
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

﹁
江
東
区
防
災
マ
ッ
プ
﹂
ア
プ
リ
の

配
信
を
�
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
︒

こ
の
ア
プ
リ
で
は
︑
本
区
で
作
成

し
て
い
る
﹁
江
東
区
防
災
マ
ッ
プ
﹂

の
情
報
な
ど
を
端
末
上
に
表
示
さ
せ

る
も
の
で
︑
ア
プ
リ
を
事
前
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
が
な
い
状
態

で
も
︑
最
寄
り
の
避
難
所
や
避
難
場

覧
く
だ
さ
い
︒

▢申
�
月

日
︵
木
︶
午
前
�
時
か
ら

25

︵
株
︶
オ
ー
エ
ン
ス

☎
 
�
 
(
�
 
�
 
)
�
�
�
�

▢問
水
辺
と
緑
の
事
務
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
!

﹇
利
用
料
金
﹈

平
日
昼
間
︵
午
前
�
時
～
午
後
�

時
︶
は
�
︑
 
 
 
円
︵
!
時
間
︶
︑

平
日
夜
間
︵
午
後
�
時
～
�
時
︶
お

よ
び
土
・
日
︑
祝
日
は
︑
!
 
︑
 
 

 
円
︵
!
時
間
︶

詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

通信なし
で使える

用
出
来
る
更
衣
室
や
シ
ャ
ワ
ー
を
完

備
し
た
管
理
棟
が
あ
り
ま
す
︒
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
場
は

ｍ
×

ｍ
の

28

18

人
工
芝
コ
ー
ト
が
�
面
で
︑
ナ
イ
タ

ー
設
備
を
完
備
し
て
い
ま
す
︒

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
竪
川
河
川
敷

竪
川
河
川
敷
公
園
に
は
カ
ヌ
ー
・

カ
ヤ
ッ
ク
場
が
あ
り
︑
�
月
に
は
親

子
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
広
場
も
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
︒
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
な
が
ら
健
康
増
進
を
図
り
︑
多
く

の
方
と
交
流
で
き
る
場
と
し
て
︑
チ

ー
ム
や
友
達
同
士
で
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
︑
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

﹇
開
設
期
間
﹈
年
末
年
始
期
間
︵

月
12

日
～
!
月
�
日
︶
﹁
お
よ
び
メ
ン

29テ
ナ
ン
ス
日
﹂
を
除
く
毎
日

﹇
営
業
時
間
﹈
午
前
�
時
～
午
後
�
時

屋
外
フ
ッ
ト
サ
ル
施
設
は
︑
区
立
公

園
と
し
て
は

区
初
と
な
り
ま
す
︒

23

駐
車
場
・
更
衣
室
・
ナ
イ
タ
ー

設
備
あ
り

�
台
駐
車
可
能
な
駐
車
場
と
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
利
用
者
が
無
料
で
利

区
初
の
施
設

23
フ
ッ
ト
サ
ル
施
設
は
︑
首
都
高
速

道
路
の
高
架
下
に
位
置
す
る
立
地
条

件
を
生
か
し
︑
屋
外
施
設
で
あ
り
な

が
ら
︑
雨
天
時
で
も
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
︒
こ
の
よ
う
な
全
天
候
型
の

施設平面図

フットサルコート

管理棟・トイレ

駐車場・駐輪場

旧
竪
川
人
道
橋

昭
和
橋

親子でキャッチボール広場

亀戸駅 JR総武線
京葉道路

東武亀戸線

明
治
通
り

サンストリート
亀戸

城東高校

第二亀戸小

高速７号線

旧竪川人道橋 昭和橋

フットサル施設

竪川
河川敷公園

▲雨天でも夜でも
使用可能な屋外フ
ットサル施設は、
23区初の試み

▲亀戸に新しく生まれた交流の場。職場、
学校の友達を誘って、ぜひみんなでフ
ットサルを

▲近くには無料のキャッチボール場もあ
り、親子で親しむことができます

◀
メ
ニ
ュ
ー
画
面

▲フットサルコートは4面。親子でキャッチボール広場は上図以外に4面あります

災害に備えて事前にダウンロード
▶
目
的
地
を
検
索
し
｢こ
こ
に
行
く
｣
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
︑
案
内
画
面

が
表
示
さ
れ
ま
す
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この数字は江東区内で想定され

る帰宅困難者数です。

4／1に東京都帰宅困難者対策条

例が施行され、企業等は従業員等

の一斉帰宅が救助・救出活動の妨

げとならないよう、発災後3日間

は従業員等を施設内に待機させ、

従業員が施設内に留まれるように、

3日分の水、食料など必要物資を

備蓄することが努力義務となって

います。災害発生時はむやみに移

動せず、安全な場所にとどまるこ

とを心がけま

しょう！▢問
防災課災害対

策係☎3647-

9587

住
宅
支
援
給
付
、
就
労
支
援
を
実
施
中

シニア世代

区
内
に
は
︑
旧
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
た
戸
建
て
住
宅
が
約
�
万
�
�

�
�
戸
あ
り
ま
す
︒
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
︑
区
民
の
方
々
の
耐
震
化

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
︑
窓
口

や
耐
震
相
談
会
等
で
は
︑
老
朽
建
築

物
の
除
却
費
用
の
助
成
制
度
設
立
へ

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
︒

そ
こ
で
︑
区
で
は
新
制
度
を
作
り
︑

大
規
模
な
震
災
発
生
時
に
倒
壊
や
火

災
の
可
能
性
が
高
い
老
朽
建
築
物
に

対
し
て
︑
除
却
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
︒
例
え
ば
︑
耐
震
改
修
工
事

が
で
き
な
い
程
老
朽
化
し
て
い
る
家

屋
や
違
反
建
築
物
︑
老
朽
空
家
等
が

該
当
し
ま
す
︒
除
却
費
用
の
助
成
に

よ
り
建
替
え
を
促
し
︑
耐
震
化
・
不

燃
化
の
推
進
を
図
り
︑
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
︒

﹇
対
象
建
築
物
﹈昭
和

年
�
月

日

56

31

以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
で
す
︒

※
建
物
の
構
造
は
問
い
ま
せ
ん
︒
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

﹇
助
成
額
﹈除
却
工
事
費
用
の
�
分
の

�
︵

万
円
が
上
限
︶

50

▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(


�
�
�
)
�
�
�
�

区
政
の
具
体
的
指
針
で
あ
る
長
期

計
画
の
着
実
な
進
展
を
図
る
た
め
︑

区
で
は
福
祉
や
災
害
対
策
な
ど
各
種

施
策
の
方
向
性
等
を
評
価
す
る
行
政

評
価
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
こ

の
行
政
評
価
制
度
に
客
観
的
な
視
点

を
取
り
入
れ
る
た
め
︑
区
で
は
外
部

評
価
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
︒

区
民
委
員
�
人
を
募
集

外
部
評
価
委
員
会
は
︑
学
識
経
験

者
や
公
募
区
民
か
ら
成
り
︑
区
の
施

策
に
対
し
て
客
観
的
な
視
点
か
ら
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
会
議
体
で
す
︒

外
部
評
価
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
︑
区
は
行
政
評
価
の
最
終

評
価
を
行
い
ま
す
︒

こ
の
外
部
評
価
委
員
会
に
出
席
い

た
だ
く
区
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
︒

▢人

歳
以
上
の
区
民
の
方
�
人

20

﹇
任
期
﹈
�
月
～
平
成

年


月
︵
会

26

議
は
︑
土
・
日
曜
の
日
中
ま
た
は
平

日
の
夜
間
約
�
時
間
を
�
回
程
度
予

定
︶

﹇
謝
礼
金
﹈
�
回
�
︑
�
�
�
円
︵
税
込
︑

交
通
費
込
︶

▢締
�
月

日
︵
金
︶
消
印
有
効

10

﹇
選
考
結
果
﹈
�
月
中
旬
ま
で
に
応
募

者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

▢申
﹁
江
東
区
政
の
課
題
と
今
後
の

方
向
性
﹂
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
�
�

�
～
�
�
�
字
程
度
︵
Ａ
�
用
紙
︶

に
ま
と
め
︑
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
︑

〒

︱

区
役
所
企
画
課
計
画
担
当

135

8383

に
郵
送

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

﹁
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
︵
ホ

ー
ム
ス
タ
ー
ト
︶
﹂
は
︑
家
庭
で
育

児
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
子
育
て
に
不

安
の
あ
る
お
母
さ
ん
た
ち
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
︒

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
︑
い
ま
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
あ
な
た
も
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
︒

▢時
�
月

日
︵
火
︶
～
�
月
�
日

28

︵
火
︶
の
毎
週
火
曜
と
�

月

日
13

︵
土
︶
︵
全
�
回
︶
午
前

時
～
午
後

10

�
時

▢場
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
︵
大

島
�
︱

�
︱

�
︶
�
階
第
�
会
議
室

▢人

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

16

▢内
﹁
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
？
﹂

﹁
子
供
の
成
長
と
家
庭
支
援
﹂﹁
傾
聴

区
で
は
︑
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

し
た
方
で
︑
就
労
能
力
と
就
労
意
欲

の
あ
る
方
に
対
し
て
︑
住
宅
支
援
給

付
と
し
て
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
支
給

し
な
が
ら
︑
常
用
就
職
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

﹇
支
給
対
象
者
﹈次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
支
給
申
請
時
に
お
い
て
離
職
後
�

年
以
内
お
よ
び

歳
未
満
の
方

65

②
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃

金
を
得
て
︑
主
と
し
て
世
帯
の
生

計
を
維
持
し
て
い
た
方
︒
た
だ
し
︑

離
婚
等
に
よ
り
申
請
時
に
世
帯
の

生
計
の
中
心
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
対
象

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意

欲
が
あ
り
︑
次
の


点
が
実
行
で

き
る
方

・
公
共
職
業
安
定
所
で
の
職
業
相
談

を
月
�
回
以
上
受
け
る
こ
と

・
区
の
住
宅
就
労
支
援
員
の
面
接
支

援
を
月
�
回
以
上
受
け
る
こ
と

・
求
人
先
へ
の
応
募
等
を
原
則
週
�

回
以
上
行
う
こ
と

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
︑
ま
た
は

賃
貸
住
宅
に
居
住
し
︑
住
宅
を
喪

失
す
る
恐
れ
が
あ
る
方

⑤
申
請
日
の
属
す
る
月
の
世
帯
の
総

収
入
が
次
の
金
額
未
満
も
し
く
は

以
下
で
あ
る
方

・
単
身
世
帯

�
�
︑
�
�
�
円
に
家
賃
額
︵
上

限
�


︑
�
�
�
円
︶
を
加
え
た

額
未
満

・
�
人
世
帯

�
�
�
︑
�
�
�
円
以
下

・


人
以
上
世
帯

�
�
�
︑
�
�
�
円
に
家
賃
額
︵
上

限
�
�
︑
�
�
�
円
︶
を
加
え
た

額
未
満

⑥
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
額
が
�
�

�
万
円
以
下
︵
単
身
世
帯
は

万
50

円
以
下
︶
で
あ
る
方
︒

⑦
国
や
自
治
体
の
実
施
す
る
類
似
の

貸
付
ま
た
は
給
付
金
を
受
け
て
い

な
い
方

⑧
申
請
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
の
い

ず
れ
も
が
暴
力
団
員
で
な
い
方
︒

﹇
支
給
額
﹈次
の
金
額
を
上
限
と
し
て

家
賃
の
実
費
分
を
支
給

・
単
身
世
帯

�


︑
�
�
�
円

・
�
人
以
上
の
世
帯

�
�
︑
�
�

�
円

※
住
宅
支
援
給
付
支
給
額
は
直
接
︑

入
居
住
宅
の
貸
主
等
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
︒

﹇
支
給
期
間
﹈

支
給
申
請
の
属
す
る
月
以
降
か
ら

開
始
し
︑
原
則


か
月
間
︒
た
だ
し

支
給
対
象
者
③
で
掲
げ
る
条
件
を
誠

実
に
実
施
し
て
い
る
方
は
︑


か
月

延
長
可
︒
さ
ら
に
︑
就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
日
常
・
社
会
生
活
支
援
ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
実
施
す
る
就

労
自
立
促
進
事
業
に
よ
る
支
援
を
受

け
て
い
る
場
合
は
︑


か
月
再
延
長

可
︒

﹇
必
要
書
類
﹈

・
本
人
確
認
書
類
︵
運
転
免
許
証
︑

・
協
働
の
意
味
と
実
践
﹂
﹁
訪
問
活

動
の
実
務
﹂
ほ
か

▢師
雲
雀
信
子
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
理
事
︶
︑
西

田
葉
子
︵
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶
ほ
か

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
︑

25

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
①
氏
名

②
住
所
③
電
話
番
号
④
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
︵
メ
ー
ル
申
込
の
場
合
︶
を
記

入
し
︑
こ
う
と
う
親
子
セ
ン
タ
ー
︵
藤

沢
︶へ

☎
�
�
�
(
�
�
�


)
�
�
�
�

℻

(


�
�
�
)


�
�
�

▢ｅ
m
a
il@
h
o
m
e
s
t
a
r
t
k
o
t
o
.

c
o
m▢問

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

﹁
定
年
退
職
を
し
て
か
ら
何
か
を

始
め
た
い
﹂
﹁
自
分
の
住
む
地
域
に

貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
﹂
な
ど
考
え
て
い
る
シ
ニ
ア
の
た

め
の
講
座
で
す
︒

地
域
活
動
に
は
︑
皆
さ
ん
の
知
識

や
経
験
を
生
か
せ
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
多
く
の
仲
間

と
の
出
会
い
や
︑
新
た
な
自
分
を
発

見
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

﹁
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
﹂

﹁
何
か
に
挑
戦
を
し
た
い
﹂
と
い
っ

た
お
考
え
を
お
持
ち
の
方
︑
本
セ
ミ

ナ
ー
で
仲
間
を
見
つ
け
︑
地
域
に
つ

な
が
る
た
め
の
き
っ
か
け
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月
�
日
～
�
月

日
の
隔
週

24

水
曜
︵
全
�
回
︶
午
後
�
時

分
～

30

�
時

分

▢場
高
齢
者
総
合
福
祉
セ

30

ン
タ
ー


階
研
修
室
︵
東
陽
�
︱

�

︱

︶
▢人
お
お
む
ね

～

代
の

17

50

70

区
民
お
よ
び
区
内
在
勤
の
方

人
30

︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢内
高
齢
者

の
現
状
︑
地
域
社
会
と
上
手
に
付
き

合
う
方
法
︑
地
域
活
動
で
生
き
が
い

見
つ
け
な
ど

▢師
北
浦
正
代
︵
健
康

生
き
が
い
開
発
財
団
認
定
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
︶

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
高
齢
者

30

支
援
課
地
域
福
祉
係
︵
区
役
所


階

�
番
︶
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

域
の
方
の
問
合
先
﹈

保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
城
東
地
区
︵
亀
戸
︑
大
島
︑
北
砂
︑

東
砂
︑
南
砂
︑
新
砂
︑
夢
の
島
︑
新

木
場
︑
若
洲
︶
の
方
の
問
合
先
﹈

保
護
第
二
課
︵
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

�
階
︶

☎
(


�


�
)


�
�
�

健
康
保
険
証
︑
住
民
票
の
写
し
︑

戸
籍
謄
本
等
︶

・
離
職
関
係
書
類
︵
�
年
以
内
に
離

職
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し
︶

・
収
入
関
係
書
類
︵
給
与
明
細
︑
年

金
の
通
知
等
︶

・
預
貯
金
関
係
書
類
︵
通
帳
等
︶

﹇
深
川
地
区
︵
城
東
地
区
以
外
︶
の
地

１７８,０７８人

①



3

学
生
の
就
業
体
験
で
、
「
も
の
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
「
職
人
の
仕
事
」
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か

平成25年(2013年)�月21日江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

［さざんか協賛店スタンプラリー終了］ たくさんのご応募ありがとうございました。なお、さざんかカードは引き続きご利用いただけますので、
協賛店でのお買い物にご活用ください▢問経済課商業振興係☎3647-9502

１９
〜
５０
歳
未
満
の
妊
娠
予
定
・
希
望
の
女
性
、
妊
婦
の
夫

対
象
の
方
は
法
定
期
間
内
に
接
種
を

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
発
生
予
防

の
た
め
︑
風
し
ん
予
防
接
種
の
全
額

助
成
を
始
め
ま
し
た
︒
該
当
す
る
方

は
︑
区
内
契
約
医
療
機
関
で
受
診
の

う
え
︑
接
種
し
て
く
だ
さ
い
︒
詳
細

は
︑
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

﹇
対
象
﹈

～

歳
未
満
の
区
民
︵
風

19

50

し
ん
り
患
歴
︑
予
防
接
種
歴
が
無
い

方
︶
で
︑
①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希

望
す
る
女
性
︵
保
険
証
等
で
住
所
を

確
認
︶
②
妻
が
妊
娠
し
て
い
る
夫

︵
母
子
手
帳
の
提
示
で
確
認
︶

﹇
助
成
期
間
﹈①
は
︑
平
成

年
�
月

26

日
︵
月
︶
ま
で
②
は
︑
平
成

年

31

25

�
月

日
︵
月
︶
ま
で

30

▢問
保
健
予
防
課
感
染
症
対
策
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
	
�

℻
(
�
�

�
)
	

	


麻
し
ん
は
︑
感
染
力
が
非
常
に
強

く
特
効
薬
も
な
い
た
め
︑
か
か
る
と

重
症
化
し
や
す
い
病
気
で
す
︒
感
染

予
防
に
は
�
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

必
要
で
す
︒

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
︵
Ｍ
Ｒ
︶
ワ

ク
チ
ン
は
︑

期
︵

歳
に
な
っ
て

か
ら
�
歳
に
な
る
ま
で
の

年
間
︶

と
�
期
︵
小
学
校
就
学
前
の
�
月
か

ら
�
月
ま
で
の

年
間
︶
で
�
回
接

種
し
ま
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
法
定
接
種
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
︑
期

間
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
︒

区
で
は
︑
�
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
小

学
�
年
生
の
年
度
末
ま
で
は
︑
任
意

接
種
期
間
︵
無
料
︶
を
設
け
て
い
ま

す
︒
事
情
に
よ
り
法
定
接
種
期
間
内

に
接
種
で
き
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
は
︑

母
子
手
帳
を
持
参
の
う
え
︑
江
東
区

指
定
医
療
機
関
で
�
回
接
種
し
て
く

だ
さ
い
︒
な
お
︑
任
意
の
予
防
接
種

は
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
接
種

と
な
る
た
め
︑
万
一
健
康
被
害
が
発

生
し
た
場
合
︑
予
防
接
種
法
の
救
済

の
対
象
に
な
ら
ず
︑
区
が
加
入
す
る

賠
償
保
険
等
に
よ
る
救
済
の
対
象
と

な
り
︑
救
済
内
容
が
法
定
接
種
と
は

異
な
り
ま
す
︒

▢問
保
健
予
防
課
保
健
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�

�
)
	

	


○
選
任
同
意
案
件
︵

件
︶

﹁
岩
佐
哲
男
氏
の
教
育
委
員
会
委

員
選
任
同
意
方
に
つ
い
て
﹂

○
意
見
書
・
決
議
︵
�
件
︶

﹁
旧
中
川
水
質
汚
濁
に
関
す
る
意

見
書
﹂
な
ど

﹁
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る

決
議
﹂

※
本
会
議
の
模
様
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

○
予
算
案
件
︵

件
︶

10

﹁
平
成

年
度
江
東
区
一
般
会
計

25

予
算
﹂
な
ど

○
条
例
案
件
︵

件
︶

31

﹁
江
東
区
震
災
復
興
事
業
の
推
進

に
関
す
る
条
例
﹂
な
ど

○
契
約
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
立
浅
間
竪
川
小
学
校
屋

内
運
動
場
改
築
及
び
校
舎
そ
の
他

改
修
工
事
請
負
契
約
﹂
な
ど

平
成

年
第

回
区
議
会
定
例
会

25

が
︑
�
月

日
か
ら
�
月

日
ま
で

20

28

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

37

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
平
成
25

年
度
江
東
区
一
般
会
計
予
算
﹂
な
ど

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
︑
そ
れ

49ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
︒

な
お
︑
可
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
︒

第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

平
成

年
度
各
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

25

Ｈ
Ｐ
Ｖ
︵
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
︶
ワ
ク
チ
ン
は
︑
こ
れ
ま
で
任

意
接
種
の
予
防
接
種
で
し
た
が
︑
平

成

年
度
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な

25
り
ま
し
た
︒
対
象
者
は

歳
︵
小
学

12

�
年
生
相
当
︶
か
ら

歳
︵
高
校


16

年
生
相
当
︶
の
女
子
で
そ
の
う
ち
13

歳
︵
中
学

年
生
相
当
︶
が
標
準
的

な
接
種
年
齢
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
の
た
め
︑
区
で
は

歳
︵
中
学

13


年
生
相
当
︶
の
女
子
へ
予
防
接
種

券
︵
シ
ー
ル
︶
を
今
月
末
ま
で
に
お

送
り
し
ま
す
︒

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
得
る
た
め
に

は
︑
�
か
月
で
�
回
接
種
が
必
要
で

す
︒
ワ
ク
チ
ン
に
は
�
種
類
あ
り
ど

ち
ら
か
選
択
の
う
え
︑
ワ
ク
チ
ン
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
を
守
っ

て
︑
忘
れ
ず
に
�
回
の
接
種
を
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑

歳
︵
中
学
�
年
生
相
当
︶

14

か
ら

歳
︵
高
校

年
生
相
当
︶
の

16

女
子
は
︑
す
で
に
お
送
り
し
て
あ
る

シ
ー
ル
が
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
︒

▢問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
	

平
成

年
度
以
前
の
住
民
税
︵
特

24

別
区
民
税
・
都
民
税
︶
や
軽
自
動
車

税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
︑
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
︑

財
産
の
差
押
処
分
を
受
け
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
︑
早
急
に
納
め
て

く
だ
さ
い
︒
納
付
書
を
な
く
さ
れ
た

方
は
︑
お
申
し
出
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
納
付
に
つ
い
て
の
相
談
は

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
︑
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

﹇
納
付
窓
口
﹈

○
納
税
課
︵
区
役
所
�
階
	
番
︶
お

よ
び
各
出
張
所

特
別
区
民
税
・
都
民
税
と
軽
自
動

車
税

﹇
相
談
窓
口
﹈

区
で
は
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
・
産
業
ス
ク
ー
リ
ン
グ
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
区
内
中
小
企
業
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
︒
就
業
体
験

を
通
じ
て
︑
生
徒
・
学
生
等
に
︑
も

の
づ
く
り
文
化
や
地
域
産
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑
将

来
の
後
継
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
︒
協
力
事
業
所
に
は
︑
人
材
確

保
の
機
会
が
増
え
る
︑
学
校
と
の
連

中
小
企
業
の
方
を
対
象
に
技
術
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒
技
術
情
報

の
収
集
や
︑
も
の
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
︑
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
火
︶
午
後
�
時
～

28

�
時

▢場
産
業
会
館
︵
東
陽
�
︱

�

︱

︶
▢人
中
小
企
業
の
方

人
︵
申

18

20

込
順
︶
▢費
無
料
︒
講
義
後
︑
講
師

と
希
望
者
で
懇
親
会
を
行
い
ま
す
︒

参
加
費
�

�

�

円
︵
当
日
︶
▢内
も

の
づ
く
り
産
業
の
企
業
で
は
︑
顧
客

が
満
足
す
る
よ
う
な
製
品
を
つ
く
る

こ
と
に
多
く
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い

ま
す
が
︑
顧
客
側
か
ら
見
る
と
︑
あ

ま
り
魅
力
が
な
い
製
品
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
︒
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
︒
製
品

に
対
す
る
つ
く
り
手
の
創
造
ス
ト
ー

リ
ー
と
︑
顧
客
の
使
用
上
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
著
し
く
ず
れ
て
い
る
こ
と
が

理
由
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
︒

こ
の
理
由
に
つ
い
て
︑
事
例
を
通
し

て
考
え
て
い
き
ま
す
︒

▢師
吉
田
敏
︵
産
業
技
術
大
学
院
大

学
創
造
技
術
専
攻
教
授
︶

▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
で

26

経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

○
徴
収
係
︵
区
役
所
�
階
�
番
︶

特
別
区
民
税
・
都
民
税
と
軽
自
動

車
税▢問

納
税
課
徴
収
係

☎
(
�
�
�
	
)
�

�
�

口
座
振
替
で
納
付
が
ラ
ク
ラ
ク

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴

収
の
方
は
︑
口
座
振
替
を
利
用
す
る

と
︑
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
し
さ
れ
る
の
で
︑
納
め
忘
れ

が
な
く
な
り
︑
納
付
の
手
間
も
省
け

大
変
便
利
で
す
︒
預
貯
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
や
郵
便
局
に
通
帳
と
届

出
印
を
持
参
し
︑
口
座
振
替
依
頼
書

︵
区
内
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
︶
に
記
入
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
︒

�
月

日
︵
月
︶
ま
で
に
お
申
し

20

込
み
さ
れ
た
方
は
︑
平
成

年
度
第

25


期
分
︵
	
月

日
︵
月
︶
納
期
限
︶

か
ら
振
替
開
始
と
な
り
ま
す
︒
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
納
税
課
収
納
推
進
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

携
が
深
ま
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
︑
生
徒
・
学
生
等
に
は
︑
企
業
の

現
場
で
就
業
体
験
す
る
こ
と
で
︑
自

己
の
適
性
確
認
と
職
業
意
識
が
深
ま

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

な
お
︑
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
事
業
所
に
は
︑
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
︒

働
く
こ
と
の
大
切
さ
と
と
も
に

﹁
も
の
づ
く
り
﹂
︑
﹁
職
人
の
仕
事
﹂

を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒
ど
う
ぞ
こ

の
機
会
に
協
力
事
業
所
の
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�
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らかん湯牡丹2-4-6第二和泉湯

浴場名所在地浴場名

第二久の湯

大島2-37-7

所在地

亀戸3-11-10天神湯

東砂3-18-17藤の湯亀戸5-9-7隆乃湯

東砂7-15-1旭湯亀戸6-49-14富山湯

東砂8-20-16不二の湯大島1-36-6

文化湯森下4-9-18竹の湯

南砂1-14-9久の湯猿江1-18-9亀の湯

南砂2-28-15松島泉住吉2-5-14日の出湯

南砂4-15-19喜楽湯

北砂4-18-11桜湯東陽3-12-11ニュー松の湯

北砂4-20-25亀の湯三好1-2-3辰已湯

北砂6-7-3丸八湯常盤2-3-8常盤湯

北砂6-14-8

大島7-7-3竹の湯枝川1-6-15白山湯

大島7-25-14春の湯東陽1-6-9金春湯

北砂3-25-8竹の湯東陽1-25-10第一弁天湯

区
で
は
正
規
雇
用
を
目
指
す
若
者

と
︑
若
い
人
材
を
求
め
る
中
小
企
業

を
結
び
付
け
る
﹁
中
小
企
業
若
者
就

労
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
﹂
を
実
施
し
ま

す
︒こ

の
事
業
で
は
︑
正
規
雇
用
に
至

っ
て
い
な
い
若
者
を
対
象
に
︑﹁
ビ

ジ
ネ
ス
基
礎
研
修
﹂
を
実
施
し
︑
求

人
の
あ
る
区
内
中
小
企
業
で
﹁
就
労

実
習
﹂
を
行
い
︑
実
習
後
そ
の
企
業

に
正
規
社
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
︒
就
労
実
習
企
業
に

つ
い
て
は
︑
面
接
会
等
を
通
し
︑
よ

り
若
者
に
あ
っ
た
企
業
を
選
定
し
ま

す
︒
研
修
・
実
習
期
間
中
は
︑
区
が

事
業
運
営
を
委
託
す
る
企
業
へ
契
約

社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
︑
給
与
︵
月

万
円
程
度
︶
を
支
給
し
ま
す
︒

15▢人
学
校
教
育
法
で
定
め
る
高
等
学

校
︑
大
学
︑
高
等
専
門
学
校
︑
専
修

学
校
を
卒
業
後
お
お
む
ね
�
年
以
内

の
方
で
︑
現
在
︑
正
規
雇
用
と
し
て

就
職
で
き
て
い
な
い

歳
以
下
の
区

29

民

人
︵
面
接
の
う
え
選
考
︶

25

「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」
協
力
会
員
募
集

詳
細
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
申
込
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︒

﹇
研
修
・
就
労
実
習
期
間
﹈�
月
～
10

月
︵
予
定
︶

﹇
委
託
事
業
者
﹈㈱
パ
ソ
ナ

﹇
説
明
会
お
よ
び
面
接
会
﹈①
�
月
�

日
︵
火
︶︑
②
�
月

日︵
金
︶・

日

10

14

︵
火
︶
そ
れ
ぞ
れ
午
前

時
か
ら﹇
保

10

護
者
向
け
説
明
会
﹈③
�
月
�
日

︵
木
︶
午
前

時
か
ら
︒
上
記
以
降

10

も
面
接
会
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
︒
詳
細
は
︑
申
し
込
み
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢場
①
③
は
江
東
区
産
業
会
館
︵
東

陽
�
︱

�
︱

︶︑
②
は
商
工
情
報

18

セ
ン
タ
ー
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
カ
メ

19

リ
ア
プ
ラ
ザ
	
階
︶

▢申
�
月

日
︵
月
︶
か
ら
電
話
で
︑

22

㈱
パ
ソ
ナ
こ
う
と
う
若
者
就
職
応
援

事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

江
東
区
立
小
・
中
学
校
で
は
︑
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進
す

る
た
め
︑
�
月
下
旬
か
ら
�
月
上
旬

に
か
け
て
︑
全
校
で
学
校
公
開
を
実

施
し
ま
す
︒
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
学
校
教
育
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
︑
あ
り
の
ま
ま
の
学

校
生
活
を
公
開
し
て
い
ま
す
︒

詳
細
は
︑
各
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒
ま
た
︑
公
開
日
程
は

江
東
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
︒

公
開
期
間
中
は
︑
ど
な
た
で
も
参

観
で
き
ま
す
︒
な
お
︑
参
観
の
際
は

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

○
安
全
対
策
上
︑
来
校
時
に
は
必
ず

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
︒

○
参
観
者
は
︑
校
内
で
目
印
に
な
る

も
の
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

○
当
日
の
時
間
割
等
は
︑
来
校
時
に

受
付
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

○
自
動
車
で
の
来
校
は
︑
ご
遠
慮
願

い
ま
す
︒

▢問
学
務
課
学
事
係

☎
(
�
�
�
�
)
	
�
�
�

区
民
の
方
は
︑
一
般
よ
り
も
割
安

な
契
約
料
金
で
宿
泊
で
き
ま
す
︒

▢場
山
梨
県
山
梨
市
三
富
地
区
民
宿

�
軒
旅
館
�
軒﹇
交
通
﹈電
車
：
Ｊ
Ｒ

中
央
本
線
塩
山
駅
ま
た
は
山
梨
市
駅

下
車
バ
ス

～

分
／
車
：
中
央
高

40

55

速
道
路
勝
沼
イ
ン
タ
ー
か
ら

～
35

分

▢人
江
東
区
の
国
民
健
康
保
険

55お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
の
方
︑
区
内
在
住
の
方
※
区
外
に

お
住
ま
い
の
方
も
一
般
料
金
で
宿
泊

で
き
ま
す﹇
利
用
料
金
﹈大
人
︵
中
学

生
以
上
︶
�
︑�
	
�
円
～
�
	
︑�

�
�
円
︵
�
泊
�
食
付
︑
消
費
税
︑

入
湯
税
込
︒
民
宿
・
旅
館
に
よ
り
異

な
り
ま
す
︒
小
学
生
・
未
就
学
児
料

金
お
よ
び
特
別
期
間
料
金
別
途
設
定

あ
り
︶
※
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
の
方
は
︑
年
度
内
�
泊
ま

で
�
人
�
泊
に
つ
き
�
︑	
�
�
円

︵
小
学
生
�
︑�
�
�
円
︑
未
就
学
児

�
︑	
�
�
円
︶
の
助
成
あ
り
︒

▢申
①
宿
泊
初
日
の
属
す
る
月
の
�

か
月
前
の
�
日
か
ら
電
話
で
﹁
道
の

駅
み
と
み
観
光
案
内
係
﹂︵
☎
�
�

�
�
(
�
	
)
�
�
�
�
※
火
曜
定

休
︶
に
申
し
込
み
︵
予
約
番
号
と
宿

泊
施
設
を
控
え
て
く
だ
さ
い
︶
②
予

約
後
︑
予
約
番
号
・
宿
泊
日
程
・
宿

泊
施
設
・
江
東
区
民
の
宿
泊
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
︵
国
保
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方
は
保

区
内
の
優
れ
た
製
品
や
伝
統
工
芸

品
等
を
紹
介
す
る
常
設
展
示
場
の
展

示
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
︒

区
内
企
業
製
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
︑

多
く
の
出
展
企
業
が
入
れ
替
わ
り
︑

数
々
の
区
内
産
業
・
製
品
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
︒
ま
た
︑﹁
平
成

年
24

度
江
東
区
優
秀
技
能
者
表
彰
﹂
を
受

賞
さ
れ
た

人
の
方
々
の
製
品
や
技

10

能
紹
介
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
ま
す
︒

今
年
度
か
ら
︑
展
示
場
に
注
文
書

を
設
置
し
ま
す
︒
注
文
書
を
産
業
会

館
受
付
で
お
預
か
り
し
出
展
企
業
に

取
り
次
ぎ
し
ま
す
︒

﹇
開
館
時
間
﹈午
前
	
時
～
午
後

時
10

▢場
東
陽
�
︱

�
︱

18

﹇
休
館
日
﹈第
�
・
�
日
曜
お
よ
び
年

末
年
始

▢費
無
料

▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

産
業
会
館

☎
(
�
�
	
	
)
�
�
�
�

険
証
の
記
号
・
番
号
︑
被
保
険
者
番

号
︶
を
電
話
で
医
療
保
険
課
医
療
保

健
係
へ
︵
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
︶

③
利
用
料
金
を
現
地
で
お
支
払
い
︒

詳
細
は
医
療
保
険
課
︵
区
役
所
�

階
�
番
)
・
各
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ

シ
・
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
︒
ま
た
山
梨
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵

▢
w
w
w
.c
ity
.y
a
m
a
n
a
s
h
i.

HP
y
a
m
a
n
a
sh
i.jp
/︶
で
現
地
の
観
光

情
報
を
案
内
し
て
い
ま
す
︒

▢問
医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

昔
か
ら
端
午
の
節
句
に
は
﹁
し
ょ

う
ぶ
湯
﹂
に
入
っ
て
邪
気
を
払
う
と

い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
︒

�
月
�
日
︵
日
・
祝
︶
は
︑
区
と

区
内
の
公
衆
浴
場
組
合
と
の
共
催
で

し
ょ
う
ぶ
湯
を
実
施
し
ま
す
︒
ご
家

族
や
仲
間
と
一
緒
に
し
ょ
う
ぶ
の
葉

を
浮
か
べ
た
大
き
な
湯
船
に
入
っ
て
︑

そ
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

歳
以
上
の
方
と
小
学
生
以
下
の

65
方
は
︑
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
︒
区

内
各
銭
湯
で
︑
そ
の
旨
を
告
げ
て
ご

入
浴
く
だ
さ
い
︒

▢問
消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

の
方
の
衣
服
︑
タ
オ
ル
な
ど
の
洗

濯
代
行
︶
�
回
�
�
�
円

﹇
登
録
説
明
会
﹈
▢時
�
月

日
︵
水
︶

15

午
後
�
時

分
～
�
時

▢場
高
齢
者

30

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽
�
︱

�

︱

︶
▢人

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無

17

50

料

▢内
事
業
の
説
明
と
登
録
手
続
き

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
で

25

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
は
︑
高
齢
の

方
か
ら
障
害
の
あ
る
方
︑
産
前
産
後

の
世
帯
な
ど
援
助
が
必
要
な
方
を
対

象
に
︑
家
事
や
介
護
の
お
手
伝
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区では独自に、区内の小売店に

流通している食品や学校給食の食

材の検査を実施しています。3月

は区内流通食品5サンプルを採取

し検査を行い、いずれも不検出で

した。また、3／6に四砂小、3／15に

豊洲北小で給食に使用する食材10

サンプルの放射性物質を前日に検

査した結果、いずれも不検出でし

た。なお、小中学校と保育園の調

理済み給食の検査は2月に終了し

ました。詳細は区ホームページを

ご覧ください［小中学校について
の問合先］学務課給食保健係☎

3647-9177［その他測定全般に関す
る問合先］保健所生活衛生課食の
安全係☎3647-5812

食品中の放射性

物質の検査結果
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